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た折、部分的に解消し 炭鉱に隣接した火力発電所であった。立地的には恵ま たが、琿春炭鉱の石炭は灰分 含有比率が高いこともあってフライアッシュの発生量が多く、その処理に悩み、近く 山間に捨てられていた。そ捨てられたフライアッシュは北風 豆満江南岸の北朝鮮へ運ばれる、という話であった。フライアッシュの山と豆満江の間には民家は殆ど無かった。苦情を言うとしたら北朝鮮の住民しかいない。
中国の電力事情は石炭火力発電が主力だとい
うことである 中国国内 豊富な石炭資源 依拠した電力供給だが、毎年火力発電所か 排出されるフライアッシュの量を考える 気持ちが重くなる。 旧満洲国を数年前二度ほど歩い が、
何処へ行ってもホコリっぽかった。フライアッシュが空中を廻っているに違いない
ウランバートル郊外の第三火力発電所、第四
火力発電所のフライアッシュの捨て場を見学したが、琿春の火力発電所を見学した時のような驚きはなかった。フライアッシュを捨てる 所は確保されていた。琿春とは異な たが、問題を感じたの 冬にゲルで焚かれた灰の捨て場を訪ねた時であった。ウランバートル市幹部の話に拠れば、市内居住の六割がゲルの生活者であり、春先からゲル周辺の灰を収集し、廃棄するのが市の重要な仕事となっている、ということだった。捨て場所を見学し 捨てる時にはホコリが相当空中に舞うだろうと推察された。２，輸送問題
同行した貿易商は、モンゴル最大の銅鉱山会
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どと元衆議院議員浜田幸一氏の逮捕劇が書 れていた。 新聞・テレビを賑わせた事件であったが、傘寿を過ぎた著名な方を嵌まらせた がモンゴル鉱山利権の有望さであろうか？
『日本経済新聞』 （二〇一〇年六月二十四日）








方薬の原料であり、近年は食品添加剤と 需要が伸びている。中国は環境保護と自国 消費拡大を理由に輸出制限を打ち出した。早速、の八月にツムラの社員がウランバート へ入っ
て話題となった。六月に同行した貿易商も直ちにモンゴルへ連絡を入れた、そうである。モンゴル側は甘草価格の上昇に機嫌を良くして応答がスムースだったそうである。
次に中国の対日輸出制限はレアアースを
標的にした。何しろ、レアアースの埋蔵量の八十五％は（この統計にはモンゴル、北朝鮮含んでない）内モンゴル自治区西部の鉱山である。日本政府は日中経済閣僚が集まった八月二十八日の「日中ハイレベル経済対話」で輸出枠の大幅削減の再考を求めた。ハイブリッド車（ＨＶ）や省エネ家電の部品生産に関わるから、輸出枠の拡 を求めたのである。 『朝日新聞』（二〇一〇年八月二十九日）紙に拠れば、中国側が輸出制限する は「戦略資源」に対する価格支配力を強め、高値で輸出し いからだろう、と述べている。だが、狙いはそれだけ 無かろう。
甘草同様に市場占有率の高い今を狙っての輸
出制限、対日政策だが、それには日本から 技術収奪戦略が見え隠れす レアアース 先端技術の産業資材としたのは日本である。そこに中国の底意を感じるのだが、中国は規制の緩和を望む日本 要望を拒否した。
中国の強気にはレアアースの独占的供給者と
いう立場が大きく作用しているものとみられる日本としては、内モンゴル西部に隣接するモンゴルに膨大なレアアース資源の埋蔵が確認されつつあるこ を視野にお 、それの開発に積極的に対応して く必要 ある。　（あべ
　
けいじ
　
鉱工害史専攻）
